
★感染症対策のため、講演などを中止・変更する場合があります
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　目黒区商店街連合会が発売するプレミアム率30％の商品券「めぐろ生活応援券
（デジタル商品券）」の申し込みを受け付けています。第１・２回に購入したかたも
申し込みできます。デジタル商品券の利用方法が分かる動画を、専
用■H（コード●❶）からご覧になれます。詳細は、専用■H（コード●❶）を
ご覧いただくか、お問い合わせください。
※紙商品券の販売はありません

対目黒区に住民登録のあるかた（第１・２回購入者も申し込み可）
販売価格　�１セット5,000円（商品券6,５００円分）�

※�１セットの内訳は、小・中規模店舗限定券（A券）4,500円分、
大型店舗でも使用できる共通券（B券）2,000円分

購入限度　�1人4セット
販売期間　12月5～31日

●申し込み多数の場合は抽選を行います
● �金券（商品券やビール券等）、たばこなどは購入できません
●利用は500円単位となり、おつりは出ません
●払い戻しはできません
●�デジタル商品券の利用には、専用アプリ「めぐろ商品券ア
プリ」のダウンロードが必要です

ご注意
ください

約1９万セット販売

　申し込み方法
　専用H（コード❶）からお申し込みください。
　当選者には、メールを１１月下旬（予定）に送付します。クレ
ジットカードまたはコンビニエンスストア決済で、１２月５〜
３１日に購入してください。

●❶

有効期限　�●デジタル商品券は5年1月３１日

　販売期間にあわせて自宅に伺い、専用アプリの
操作方法を説明します（上限人数あり）。詳細は、
当選者に送付されるメールをご覧ください。

利用店舗
ステッカー（右画像）が貼
ってある店舗
※�デジタルと紙の商品券
で、利用できる店舗が
異なる場合があります。
利用店舗の詳細は、専
用H（コード
❷）をご覧く
ださい

5,000円で6,500円
分の

買い物ができる！

click

めぐろめぐろ生活生活応援券応援券を追加販売しますを追加販売します

申込期限
１１月１0日

第３回は、
デジタル商品券
のみ販売します

出張スマホ相談を始めます

第１・２回に購入したかたも申し込みできます

●❷

ずっと もっと めぐろ区長コラム
目黒区長

　皆さん、こんにちは。区長の青木英二です。
　今回の区報の特集である「ヤングケアラー」ですが、近年、世界
的にも大きな社会問題となっています。この問題については、１面
でご紹介した漫画「リエゾン」のように、取り上げられる機会も増
えつつあり、世間の関心も高まってきているものと思っています。
ヤングケアラーの中には、学校生活に支障をきたしたり、進学や

就職に影響が出てしまったりすることがあります。あらゆる子ども
たちが未来を諦めることなく、希望を持ち続けていられる社会にし
ていくためにも、「今、自分がヤングケアラーであることに気づい
ていない子ども」が声をあげやすくなる環境づくりが必要です。そ
して、周りの友だちや大人の理解を深めていくことも大切です。そ
のためにも、今回の特集を子どもから大人まで、多くのかたに読ん
でいただきたいと思っています。
　また、４面では１１月の「子ども虐待防止推進月間」を取り上げて
います。区では、目黒区子ども総合計画に基づき、さまざまな虐待
防止の取り組みを行っていますが、もし皆さんの周りで、虐待や虐
待の疑いを感じたときは、ためらうことなくふ１８９（いちはやく）ま
でご連絡ください。この問題も当事者、そして周囲の人たちの気づ
きや理解が大切です。ぜひ、パネル展や講演会にもお越しいただけ

ればと思います。
　話は変わりまして、先月９日、３年ぶりとなる「目黒区民まつり」
が、感染症対策を徹底した上で、無事に開催されました。準備に携
わられた皆さん、そして、ご来場いただいた約２８，０００人もの皆さ
んに、深く感謝申し上げます。
　さんま不漁の影響で、一時は開催すら危ぶまれたこともあった「目
黒のさんま祭」ですが、気仙沼の実行委員会の皆さんたちの熱い思
いのおかげで、改めて目黒区と気仙沼市の絆を深める素晴らしい機
会になりました。また、おまつり広場やふるさと物産展などにも大
勢のかたが訪れ、まだまだコロナ禍以前の賑わいには届きませんが、
少しずつ日常が戻りつつあることを実感することができました。
　その一方で、秋も徐々に深まり、冬を迎えていくこれからの季節、
引き続き新型コロナウイルスへの警戒が必要です。過去２年、年末
にかけて人々の動きが活発になり、その結果、また感染者が増えて
いく、ということを世界は繰り返してきました。
インフルエンザとの同時流行も懸念される中、再び、日常生活や
社会活動に制限がかかってしまうことがないよう、１２面をご覧い
ただき、ワクチン接種をご検討いただくとともに、基本的な感染症
対策の徹底を続けていくよう、ご理解とご協力をお願いいたします。


